
宮
城
道
雄
と
神
戸
 

お
正

月
に

な
る

と
か

な
ら

ず
聞

こ
え

て
 

く
る
名

曲
「
春

の
海
」

の
作

曲
者
・

宮
城

 

道
雄
は

、
明
治

二
十
七

年
に

神
戸
外

国
人

 

居
留
地

五
十
八

番
館
の

茶
倉

で
生
ま

れ
ま

 

し
た
。

当
時
、

父
親
は

居
留

地
内
に

あ
る

 

茶
の
貿

易
商
に

勤
め
て

お
り

、
道
雄

は
幼

 

少
期
を
神
戸
で
過
ご
し
ま
し
た
。

 

開
港

以
来

、
神

戸
で

は
外

国
艦

隊
の

軍
 

楽
隊
や

居
留
外

国
人
の

ア
マ

チ
ュ
ア

演
奏

 

家
が
奏

で
る
西

洋
の
音

楽
を

聴
く
こ

と
が

 

で
き
ま

し
た
。

特
に
居

留
地

の
中
で

は
、

 

海
岸
通

で
定
期

的
に
楽

隊
の

演
奏
会

が
行

 

わ
れ
る

な
ど
、

西
洋
音

楽
を

耳
に
す

る
機

 

会
が
多
か
っ

た
よ
う
で

す
。
後

に
道
雄
は

、
 

伝
統
を

重
ん
じ

な
が
ら

も
西

洋
音
楽

の
手

 

法
を
取
り
入

れ
た
楽
曲

を
創
作

す
る
な
ど

、
 

新
し
い

日
本
音

楽
の
世

界
を

切
り
開

い
て

 

い
き
ま
す
。

 

彼
は

自
著

の
中

で
次

の
よ

う
に

回
想

し
 

て
い
ま

す
。
「

私
は
今

考
へ

て
見
る

と
、

 

か
う
し

た
外
国

の
気
分

の
あ

つ
た
神

戸
の

 

居
留
地

で
、
西

洋
の
音

楽
や

、
い
ろ

い
ろ

 

の
こ
と

を
見
聞

き
し
な

が
ら

、
九
歳

の
頃

 

ま
で
育

つ
た
と

云
ふ
こ

と
が

、
自
分

の
作

 

曲
や
、

芸
の
上

に
仕
合

せ
を

し
て
ゐ

る
の

 

で
は

な
い

か
と

思
つ

て
ゐ

る
」
（
『
春
の
 

海
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
昭
和
三
十
一
年
よ
り
）
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－新しく入った本－ 

横
山
光
輝
「
鉄
人
28
号
」
の
青
春
｜
若
き

日
の
素
顔
今
こ
こ
に 

山
田
幹
雄
（
神
戸

市
立
須
磨
高
等
学
校
同
窓
会
本
書
刊
行
委

員
会
） 

 

昨
年
Ｊ
Ｒ
新
長
田
駅
近
く
に
で
き
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
お
な
じ
み
の
『
鉄
人

28
号
』
。
作
者
の
横
山
光
輝
は
他
に
も

『
バ
ビ
ル
２
世
』
『
魔
法
使
い
サ

リ
ー
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
漫
画

家
だ
。
本
書
は
神
戸
市
立
須
磨
高
校
で

同
期
生
だ
っ
た
著
者
が
、
平
成
十
六
年

に
亡
く
な
っ
た
横
山
の
功
績
と
、
そ
の

思
い
出
を
集
め
ま
と
め
た
も
の
。
漫
画

に
情
熱
を
傾
け
た
横
山
と
、
彼
を
支
え

た
友
人
た
ち
の
青
春
記
と
な
っ
て
い
る
。 

 

住
職
が
つ
づ
る
と
っ
て
お
き
須
磨
寺
物
語 

小
池
弘
三
（
四
季
社
） 

 

須
磨
観
光
協
会
会
長
で
も
あ
る
住
職

が
、
寺
に
ま
つ
わ
る
文
学
と
歴
史
、
境

内
案
内
を
四
章
に
ま
と
め
た
。
大
き
め

の
活
字
と
ゆ
っ
た
り
し
た
行
間
、
ル
ビ

が
目
に
や
さ
し
い
。 

設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
境
内
に

散
在
す
る
「
青
葉
の
笛
の
キ
ー
ボ
ー

ド
」
「
か
ら
く
り
時
計
」
な
ど
の
「
オ

モ
ロ
イ
」
品
々
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
に
来
訪
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

願
い
か
ら
。
「
と
っ
て
お
き
」
の
発
見

を
期
待
し
た
い
一
冊
。 

都
市
行
政
を
歩
い
て 

中
川
誠
一
郎 

著
者
は
、
神
戸
市
役
所
に
三
十
六
年

間
勤
務
し
た
行
政
マ
ン
。 

最
初
に
配
属
さ
れ
た
部
署
で
、
「
し

あ
わ
せ
の
村
」
の
基
本
構
想
・
計
画
の

作
成
に
関
わ
り
、
大
学
教
員
や
厚
生
省

を
訪
ね
て
意
見
を
聞
く
な
ど
、
人
と
の

繋
が
り
の
中
で
仕
事
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
姿
勢
は
、
別
の
部
署
に
異
動
し
て

も
変
わ
ら
な
い
。
困
難
な
課
題
に
真
摯

に
、
時
に
断
固
と
し
て
取
り
組
む
姿
に
、

行
政
マ
ン
と
し
て
の
自
負
が
滲
む
。 

退
職
ま
で
数
年
と
い
う
時
期
、
著
者

は
ガ
ン
を
告
知
さ
れ
、
「
い
つ
も
の
見

慣
れ
た
景
色
が
な
ぜ
か
懐
か
し
く
、
別

の
世
界
に
見
え
る
」
と
記
す
。 

本
書
は
、
自
ら
歩
ん
だ
都
市
行
政
の

現
場
を
、
そ
の
よ
う
な
目
で
振
り
返
っ

て
書
か
れ
た
。 

           

山
田
の
里
の
野
草
花
図
鑑 

小
島
敏
克

（
山
田
の
里
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
） 

山
田
の
里
は
、
北
区
の
山
の
街
か
ら

箕
谷
、
谷
上
付
近
を
中
心
と
す
る
一
帯
。

近
年
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
ま

だ
自
然
が
多
く
残
る
地
域
で
も
あ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
野
草
は
、
約
二
百
種
。

名
の
由
来
な
ど
の
解
説
と
と
も
に
、
野

草
の
全
体
と
細
部
が
わ
か
り
や
す
く
写

真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
冊
子
な
が

ら
読
む
だ
け
で
も
楽
し
い
図
鑑
と
な
っ

て
い
る
。
本
書
の
ほ
か
、
『
山
田
の
里

の
木
の
葉
図
鑑
』
や
『
山
田
の
里
の
キ

ノ
コ
図
鑑
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

運
命
の
日
｜
一
九
九
五
・
一
・
一
六 

濱

口
隆
義
（
リ
ト
ル
・
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
社
） 

 
 

大
震
災
は
三
連
休
明
け
だ
っ
た
。
偶

然
か
必
然
か
、
そ
の
朝
を
神
戸
で
迎
え

る
こ
と
に
な
る
人
た
ち
の
、
震
災
前
日

を
描
く
短
編
小
説
集
。
旅
行
や
帰
省
な

ど
、
様
々
な
事
情
が
登
場
人
物
を
神
戸

に
向
か
わ
せ
、
逗
留
さ
せ
る
…
。 

十
九
の
物
語
は
す
べ
て
、
朝
を
待
た

ず
に
幕
を
下
ろ
す
。
い
つ
も
な
ら
そ
れ

は
、
日
常
の
一
コ
マ
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
読
者
は
知
っ
て
い
る
、

そ
の
後
何
が
起
き
た
の
か
を
。
抑
制
さ

れ
た
筆
致
が
、
描
か
れ
な
か
っ
た
翌
日

の
重
み
を
見
事
に
伝
え
て
い
る
。 

こ
う
べ
文
学
散
歩 

橘
川
真
一
監
修 

神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行 

神
戸
に
は
『
万
葉
集
』
『
源
氏
物

語
』
『
平
家
物
語
』
等
の
古
典
ゆ
か
り

の
地
が
多
く
あ
り
、
ま
た
開
港
以
来
育

ま
れ
た
独
自
性
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で

戦
災
や
水
害
・
震
災
と
い
っ
た
災
害
も

神
戸
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

街
や
心
の
変
貌
を
基
調
と
し
た
作
品
が

多
く
み
ら
れ
る
。 

本
書
は
そ
の
よ
う
な
神
戸
の
文
学
を
、

「
歴
史
を
彩
る
文
学
」
「
神
戸
開
港
と

西
洋
文
化
」
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
神
戸
」

「
神
戸
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
「
ハ
イ
カ

ラ
と
港
の
文
学
」
の
五
章
で
紹
介
し
、

作
家
の
執
筆
環
境
や
舞
台
と
な
っ
た
地

の
歴
史
を
記
し
て
い
る
。 

読
後
、
現
地
に
足
を
運
び
、
作
家
の

執
筆
時
の
心
境
を
顧
み
る
の
も
、
よ
り

感
慨
深
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

          

http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200139510&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200060679
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200131314&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200058321
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200128705&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200055863
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200137194&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200059878
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200130855&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200058699
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200134002&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200058455


－新しく入った本－ 

消
防
士
を
救
え
！
｜
災
害
救
援
者
の
た
め

の
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
講
座 

加
藤
寛

（
東
京
法
令
出
版
） 

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
著
者
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
ま
で
は
普
通
の
精
神
科
医

で
あ
っ
た
が
、
震
災
後
は
被
災
者
の
心

の
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
間
、 

従
来
の
臨
床
で
は
感
じ
な
か
っ
た
疲
労

感
・
無
力
感
を
し
ば
し
ば
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
救
援
す
る
側
の
「
惨
事
ス
ト

レ
ス
」
に
よ
る
被
災
者
と
の
「
共
倒

れ
」
の
リ
ス
ク
を
実
感
す
る
よ
う
に
な

る
。 消

防
隊
員
を
主
と
し
て
、
震
災
や
殉

職
事
故
・
Ｊ
Ｒ
福
知
山
事
故
な
ど
を
例

に
あ
げ
、
職
務
を
通
じ
て
経
験
し
た
心

の
「
傷
」
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
る
心
身
反

応
は
、
異
常
事
態
に
対
す
る
正
常
反
応

で
あ
り
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
は
個
人
で
解

決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
組
織
が
守
っ

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
提
言
す
る
。 

 

 
 

   

   

ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ
ー 

手
嶋
龍
一
（
新
潮

社
） 

テ
ロ
リ
ス
ト
の
資
金
源
を
追
う
情
報

部
員
が
、
金
融
恐
慌
や
テ
ロ
の
裏
側
で

巨
額
の
利
益
を
得
た
者
が
い
る
、
と
の

情
報
を
つ
か
ん
だ
。
彼
は
捜
査
の
末
に
、

金
融
市
場
の
大
物
ア
ン
ド
レ
イ
と
相
場

師
雷
児
に
た
ど
り
着
く
。 

 
 

ア
ン
ド
レ
イ
は
杉
原
千
畝
の
「
命
の

ビ
ザ
」
に
助
け
ら
れ
た
元
ユ
ダ
ヤ
難
民

で
、
脱
出
行
の
途
中
に
立
寄
っ
た
神
戸

で
雷
児
と
知
り
合
っ
た
の
だ
っ
た
。 

 
 

果
た
し
て
彼
ら
が
テ
ロ
リ
ス
ト
を
操

る
黒
幕
な
の
か
？ 

 

丹
波
竜
｜
太
古
か
ら
未
来
へ 

兵
庫
県
立

人
と
自
然
の
博
物
館
監
修 

神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行 

平
成
十
八
年
の
夏
、
丹
波
市
山
南
町

で
大
型
草
食
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ

た
。
「
丹
波
竜
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
化

石
は
、
学
術
的
価
値
の
非
常
に
高
い
も

の
で
あ
っ
た
。 

 
 

市
民
の
発
見
か
ら
専
門
家
に
よ
る
発

掘
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
化
石
に
つ
い
て

の
解
説
の
ほ
か
、
恐
竜
が
生
き
た
時
代

に
も
ふ
れ
、
絶
滅
し
た
恐
竜
の
存
在
を

も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 
 

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
多
く
コ
ン
パ
ク
ト

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

学
徒
出
陣
｜
戦
争
で
特
異
な
体
験
を
強
い

ら
れ
た
高
校
生
活 

甲
南
学
園
同
窓
会
編

（
甲
南
学
園
同
窓
会
） 

何
が
地
方
都
市
再
生
を
阻
む
の
か
｜
ポ
ー

ト
ピ
ア
’81
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
経
済

復
興
政
策 

藤
本
建
夫
（
晃
洋
書
房
） 

                       

 

絆
あ
の
日
か
ら 

山
本
れ
い
子
（文
芸
社
） 

訪
ね
て
み
よ
う
神
戸
の
遺
跡 

神
戸
市
教

育
委
員
会
文
化
財
課
編･

発
行 

 

大
震
災
15
年
と
復
興
の
備
え 

塩
崎
賢
明

ほ
か
編
（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
） 

検
証
島
尾
敏
雄
の
世
界 

島
尾
伸
三
・
志

村
有
弘
編
（
勉
誠
出
版
） 

 
 

   

書庫探訪 その21 

『有馬山絵図』 

の庶民の旅行が盛んになったことから、道中図や名所を描いた地

図も作られました。古くからの名所である有馬も、多く描かれて

います。 

この有馬山絵図は、現在残っている有馬の地図のなかでは、一

番版年が古いものです。周りの山や集落は鳥瞰図風に、町並み

は、測量図を基にしているようで正確に描かれています。右下に

は、有馬から大阪や京都、姫路への道程が記されています。 

 
これは、今からちょうど

300年前、宝永7年（1710）

の有馬温泉の地図です。 

江戸時代は、印刷技術の

発達にともない、国絵図や

町絵図など数多くの地図が

刊行されました。また、寺

社や名所を訪れる観光目的

図書館 図書館 

                                神戸市                                    
                                            

         

http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200126687&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200056843
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200130246&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200059679
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200131411&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200058709
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200129226&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200055959
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200133283&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200058310
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200138198&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200060212
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200140538&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200061182
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200135347&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200059605
http://opacweb.muni.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200141710&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200061847
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栗
花
落
の
井 

 

奈
良
時
代
末
の
こ
と
、
八
部
郡
の
郡
司
、 

山
田
左
衛
門
尉
真さ

ね

勝か
つ

が
奈
良
の
都
勤
め
の 

折
、
美
し
い
姫
に
恋
を
し
ま
し
た
。
そ
の

姫
は
時
の
右
大
臣
藤
原
豊
成
の
次
女
で
、

中
将
姫
の
妹
、
美
女
の
誉
れ
高
い
白
滝
姫

で
し
た
。
身
分
違
い
と
知
り
な
が
ら
も
思

い
は
つ
の
り
、
と
う
と
う
真
勝
は
歌
を
送

り
ま
す
。
「
水
無
月
の
稲
葉
の
末
も
こ
か

る
る
に
山
田
に
落
よ
白
瀧
の
水
」
（
身
分

の
低
い
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
の
恋
を
か

な
え
て
く
だ
さ
い
）
そ
れ
に
対
す
る
返
事

は
「
雲
た
に
も
か
ゝ
ら
ぬ
峯
の
白
瀧
を
さ

の
み
な
戀
そ
山
田
お
の
こ
よ
」
（
手
の
届

く
は
ず
の
な
い
私
に
思
い
を
寄
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
）
と
い
う
、
つ
れ
な
い
も
の
。

こ
の
話
を
聞
い
た
淳
仁
天
皇
は
真
勝
を
哀

れ
み
、
二
人
が
結
婚
で
き
る
よ
う
に
と
り

は
か
ら
っ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

真
勝
の
思
い
は
か
な
っ
て
、
姫
を
故
郷
丹

生
山
田
の
里
へ
連
れ
帰
っ
た
の
で
し
た
。 

し
か
し
、
幸
せ
も
つ
か
の
間
。
三
年
後
、

幼
子
を
一
人
残
し
、
姫
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
嘆
き
な
が
ら
真
勝
は
姫
の
魂

を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
屋
敷
内
に
祠
を
建
て

弁
財
天
を
ま
つ
り
、
そ
の
前
に
池
を
掘
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
年
五
月
頃
、

栗
の
花
の
落
ち
る
梅
雨
に
な
る
と
、
清
水

が
湧
き
出
て
、
ど
ん
な
日
照
り
の
と
き
に

も
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
田
畑
を
潤
し
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
池
に
あ
や
か
っ
て
真
勝

は
姓
を
「
栗
花
落
」
に
改
め
、
こ
の
地
の

豪
族
と
し
て
栄
え
た
の
で
し
た
。 

つ 

ゆ 

こ
れ
が
霊
泉
、
栗
花
落
の
井
の
伝
説
で

す
。 「

栗

花

落
」
は
「
梅

雨
」
と
同
じ

で
す
。 

 
「
水
の
湧

出
る
間
、
長

四
尺
餘
、
渡

三
尺
、
深
一

尺
、
常
に
無

水
而
如
平
沙
。
梅
雨
に
入
て
、
必
湧
出
す
、

其
水
口
の
数
を
以
て
、
入
梅
の
日
を
定

む
。
」
と
、
摂
津
最
古
の
地
誌
『
摂
陽
群

談
』
に
は
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
栗
花
落
氏
の

邸
宅
が
描
か
れ
て
お
り
、
邸
内
に
「
弁

天
」
「
つ
ゆ
井
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
、
鳥
羽
上
皇
が
摂
津
行
幸

の
際
、
栗
花
落
邸
に
立
ち
寄
り
「
丹
生
の

山
の
く
る
す
の
花
は
咲
き
に
け
り
わ
き
て

流
る
ゝ
栗
花
落
の
井
に
し
て
」
と
詠
ま
れ

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
現
在
山

田
川
に
架
か
る
幸
座
橋
が
行
幸
に
由
来
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
） 

弁財天祠と栗花落の井 

兵
庫
口
説

く

ど

き

（
江
戸
中
期
に
流
行
し
た
民 

謡
の
一
種
）
の
「
山
田
の
露
」
は
「
縁
は 

不
思
議
な
も
の
に
て
ご
ざ
る
」
で
始
ま
り

「
恋
は
日
本
天
竺
ま
で
も 

貴
き
賎
し
き

隔
て
は
な
い
ぞ
（
略
）
愛
し
さ
か
り
の
白

滝
様
を
理
左
が
女
房
と
名
を
つ
け
代
え
て 

連
れ
て
帰
れ
と
召
し
下
さ
る
る
（
略
）
今

に
不
思
議
は
湧
き
出
る
露
の 

今
の
世
ま

で
も
山
田
の
殿
と 

な
ん
ぼ
う
目
出
た
の

な 

若
松
よ
さ
」
と
、
音
頭
に
乗
っ
て
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
柳
田
国
男
は
『
桃

太
郎
の
誕
生
』
に
と
り
あ
げ
、
説
話
の
変

化
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
山
田
の
男
が
歌

合
戦
に
よ
り
、
身
分
違
い
の
嫁
取
り
を
す

る
話
は
「
白
滝
姫
と
山
田
の
奴
」
と
し
て

群
馬
県
桐
生
市
に
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
田
の
里
へ
白
滝
姫
が
た
ど
り
着
く
ま

で
の
道
筋
に
も
い
く
つ
か
の
伝
説
が
残
っ

て
い
ま
す
。
平
野
か
ら
石
井
川
を
渡
り
、

里
へ
帰
る
途
中
、
森
で
休
憩
を
取
り
ま
し

た
。
梅
雨
時
で
し
た
が
、
雨
が
降
ら
ず
、

村
人
が
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。
姫
が
手
に

し
て
い
た
杖
で
地
面
を
突
き
刺
す
と
、
な

ん
と
水
が
溢
れ
出
し
ま
し
た
。
喜
ん
だ
村

人
は
こ
の
地
に
姫
を
祀
り
、
栗
花
落
の
森

（
梅
雨
の
森
）
と
呼
び
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
白
滝
姫
腰
掛
石
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
ら
の
言
い
伝
え
か
ら
、
都
由
乃
町

（
兵
庫
区
）
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。 

更
に
夢
野
を
通
り
鵯
越
を
経
て
山
道
を

進
ん
で
行
く
途
中
、
都
育
ち
の
姫
は
不
安

と
疲
れ
で
「
行
き
た
く
な
い
」
と
泣
き
暮

れ
ま
し
た
。
そ
の
涙
の
落
ち
た
所
が
鵯
越

の
高
尾
峠
の
「
白
滝
姫
な
み
だ
の
井
」
だ

そ
う
で
す
。 

 

栗
花
落
氏
の
邸
宅
は
何
度
か
火
災
に
あ

い
ま
し
た
が
、
こ
の
池
は
残
り
ま
し
た
。

現
在
、
山
田
町
原
野
字
札
場
、
弁
財
天
祠

の
床
下
に
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
神
戸

市
地
域
史
跡
名
勝
記
念
物
に
も
認
定
さ
れ
、

今
も
保
存
会
に
よ
り
大
切
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
堂
の
裏
に
は
小
さ
な
塔
が

あ
り
、
真
勝
の
墓
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
塔
の
た
た
ず
ま
い
は
、
ま
る
で

姫
を
ひ
っ
そ
り
と
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。 

 

＊
白
滝
姫
の
伝
説
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
歌
は

『
山
田
村
郷
土
誌
』
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。 
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